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３ 徐京錫 牧師、経実連 事務総長 政策委員会議長
















８ 張斗煥 歴史批評社代表、環境運動連合指導委員、参与連帯運営委員 発起人 準備委員 党務委員
後年、ハン
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名前 生年月日 出身地 経 歴
在野運動圏
の経歴
１ 金元基 1937 全羅北道
79年・81年国会議員、88年国会議員（平民党）・92
年国会議員（民主党）。












５ 金末龍 1927 慶尚北道 労働運動、92年国会議員（民主党）、96年死去。 有





７ 洪起薫 1953 全羅南道 88年国会議員（平民党）・92年国会議員（民主党）。
８ 黄義成 1932 全羅南道 海軍少将、92年国会議員（民主党）。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































団体名 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年
セマウル運動中央協議会 26.5 17.5 7.34 3.65 3.05
正しく生きる運動協議会 8.5 5.2 1.8 1.8 1.02
韓国自由総連盟 12.7 8.1 3.0 2.85 2.1


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































news/W Intro/w into.asp?pcode＝02 01より2005年７月15日に取得
(８)民主化以降における在野団体の市民団体への転換については、次の文献に
依拠している。ユ・パルム「非政府社会運動団体（NGO）の歴史と社会的役割」、
前掲『市民社会と市民運動２』187～231頁。
(９)同上。
(10)林卿敏「集中解剖 在野指導者36人の身上明細」『新東亜』ソウル、東亜
日報社、1989年６月号、228頁。
(11)ここでは取り上げなかったが経実連についても、在野運動圏との「同根性」
が指摘されている。「経実連の若い幹事たちを見ると、経実連に入って来ても、
昔いたところの進歩運動、労働運動という根に対して相当な同志意識をもって
いる。しかし実際に最近していることは、それらとはある程度距離がある、言
うなれば極めて小市民的な運動の姿を見せてはいないか。その意味で、母体と
まで言うのは難しいが、少なくともいくつかの市民団体は在野運動とは近親性
があると見る。純粋性を守る側では私生児の近親性があると見るが（笑い）、
少し不便な関係もあるが、何と言うか、遠ざけるべきでもなく、近づけるべき
でもない関係に似たものがあると見る。これが我が国の市民運動の特殊性であ
ると見る。」「巻頭座談 転換期の韓国社会と市民運動の座標」姜 奎『市民参
与の時代』ソウル、ハンウル、1996年、27頁。これは座談会での経実連共同
代表（当時）でありソウル大学教授の權泰 （資料３の14番）の言葉である。
(12)1989年の中間評価政局と野党及び全民連の対応については、拙稿「1990年
前後における韓国の民主化について」、前掲『訪韓学術研究者論文集 第１巻』
501～548頁を参照のこと。
(13)鄭周永の国民党と総選挙での躍進については、拙稿「韓国における民主化
と第14代総選挙に関する考察⑴」『人文論究』（函館人文学会）第54号、1992
年８月、15～29頁。
(14)この時期の在野運動圏の政治的関与については、たとえば、次の文献が参
考になる。ジョ・ヒョンヨン「在野運動と政党政治の相互連携性」安禧洙編著
『韓国政党政治論』ソウル、ナナム、1995年451～480頁。
(15)「在野統合‘全国連合’出帆」「ハンギョレ」1991年12月１日。韓国の新聞記
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事データベースKINDSのホームページ、http://www.kinds.or.kr/より取得。
(16)「‘分裂した在野’ついに一つに復活」「ハンギョレ」1991年12月１日。
http://www.kinds.or.kr/より取得。
(17)「展望暗い‘民主陣営’連合公薦」「ハンギョレ」1992年１月24日。http://
www.kinds.or.kr/より取得。
(18)落選運動も当選運動も2000年・04年に初めて体験したものではなく、そ
の効果は大きく違うにせよ、1992年総選挙で既に在野団体が経験済みのもの
であったことに留意してほしい。全国連合の「非合法」な選挙運動については、
「来年の総選挙に参与宣言／全国連合」「東亜日報」1991年12月22日。http://
www.kinds.or.kr/より取得。
(19)「全国連合は大会を強行／街頭行進 所々で衝突」「ハンギョレ」1992年２
月23日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(20)総選挙の結果については、『第14代国会議員選挙資料集』ソウル、朝鮮日
報社、1992年。
(21)「『有権者の冷淡』どのようになるのか」「朝鮮日報」1992年３月13日。
(22)「利害相通の『昔の友人の邂逅』／民主－全国連合『大選連帯』の背景」「朝
鮮日報」1992年11月26日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(23)「民主党－在野の連帯公式化」「朝鮮日報」1992年12月３日。http://www.
kinds.or.kr/より取得。
(24)全国連合の指導者の一人である金槿泰は「12月の大統領選挙の勝利は絶
体絶命の課題だ。現在の勢力関係では、制度圏勢力の主導権を在野は承認する」
と述べている。金槿泰「在野の反省、在野の選択」『月刊朝鮮』ソウル、朝鮮
日報社、1992年11月号、316～323頁。
(25)「‘14代末に改憲公論化…民意の確認必要’／金大中候補寛勲クラブ一問一
答」「朝鮮日報」1992年12月３日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(26)「〝５年内経済８強進入自信"／金大中候補寛勲クラブ討論会一問一答」「東
亜日報」1992年12月３日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(27)「〝全国連合公正選挙監視活動は違法"／選管の有権解釈議論となるよう」
「ハンギョレ」1992年12月11日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(28)維新体制期における産業宣教と民主化運動については、拙稿「朴正熙維新
体制と労働統制の展開⑴」『北大法学論集』第36巻、第５・６合併号、1985年、
261～292頁。
(29)徐京錫『夢見る者のみが世の中を変えることができる』ソウル、ウンジン
出版、1996年、159頁。以下、特に断らない限り、本文中の引用は徐京錫の著
書からのものであり、本文に頁数のみ記しておく。
(30)民主化以降、「市民運動」のイメージ普及に貢献したのは経実連である。
この経実連を保守的であるとして、1990年後半以降、民衆運動（あるいは在野
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運動圏）との連携を唱えつつ「市民運動」の新しい活動を示そうとしたのが参
与連帯である。経実連、参与連帯、民衆運動（在野運動圏）の三つの違いにつ
いては、拙稿「民主体制定着期の韓国における政治と市民社会⑵」を参照のこ
と。
(31)前掲「巻頭座談 転換期の韓国社会と市民運動の座標」14～15頁。
(32)本稿と同様の指摘としては、次のようなものがある。「経実連の研究は、
既存の運動との差別化した主張に注目して、以前の民主化運動の流れとは本質
的に異なる新社会運動とみなす傾向があった。しかしこの差別化は運動の大衆
的活動空間を広げるための戦略的な選択であるだけであり、運動の本質ではな
い。」キム・グヒョン「韓国における市民運動団体の成長と衰退―?経済正義
実践市民連合の事例―?」1999年、ソウル大学校大学院政治学科博士論文、197
頁。
(33)徐京錫「主よ、私が『地獄門』を越えます」『新東亜』ソウル、東亜日報
社、1995年11月、212～223頁。
(34)経実連は規約の20条２項で「政党に加入した者は、この連合の役員にな
ることができず、任期中の役員が政党に加入したときには資格を失う」と定め
ている。『経実連出帆３周年記念資料』ソウル、1993年、446頁。
(35)この点も含め徐京錫の政党活動への参加とその帰結については、次の文献
が参考になる。キム・グヒョン、前掲論文、106～107頁。
(36)徐京錫は公選協の党派的中立性を説く一方で、当時の政治状況の中では公
正選挙の主張そのものが金権・官権を有する政府与党よりも野党に有利に働く
ことを認めている。また地方では公選協の活動が特定候補の支持運動に歪めら
れていた現実も認めている。徐京錫、前掲書、243頁。
(37)たとえば「改革的国民政党」という言葉は、その後、2000年総選挙に備え
るために、新政治国民会議を新千年民主党に衣替えするときに金大中大統領に
よっても使われている。金大中大統領は新党を「生産的福祉」を理念とする「改
革的国民政党」の性格を持つと語っている。また盧武 大統領の与党となるウ
リ党が親千年民主党から分離し誕生するときに、盧武 支持の「改革的国民政
党」（時事評論家の柳時民が主導）もまた合流している。このように「改革的
国民政党」が韓国政治のある種の変化を、それは願望であれ現実であれ、象徴
させるものとして繰り返し使われていたことに気づかされる。金大中の「改革
的国民政党」への言及については、「光復節 第54周年慶祝辞 希望と繁栄の
新千年を開きましょう」（1999年８月15日）『金大中大統領演説文集 第２巻』
ソウル、大統領秘書室、2000年、408頁。
(38)徐京錫、前掲「主よ、私が『地獄門』を越えます」218～219頁。
(39)前掲「巻頭座談 転換期の韓国社会と市民運動の座標」36頁。
(40)同上、43頁。
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(41)再引用になるが、徐京錫は次のようにも言っている。自己合理化の面が感
じられるが、徐京錫のような市民運動の指導的人物がこのようなことを述べて
いる以上、やはり市民運動の特性としても捉えてみる必要があるのであろう。
「市民運動は社会運動として制度政治圏の政党運動とは違わなければならない
が、政治的性格を持つ社会運動でなければならないと見る。そ
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ヒョン、前掲論文、63頁。
(42)「地域割拠構図打破／在野推進の政治実験」「ハンギョレ」1995年７月６
日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(43)「政改連の出帆」「ハンギョレ」1995年10月６日。http://www.kinds.or.
kr/より取得。
(44)とりわけ環境運動連合の事務総長である崔冽は政界進出に意欲的な人物
であり、市民運動の「政治勢力化」の話題が出るとき、必ずと言ってよいほど
彼の名前が出てくる。1995年の改革新党結成においても、結局は参加しなかっ
たが彼は意欲的であった。また環境運動連合は現在、地方自治体レベルの首
長・議員選挙において、少数ではあるが当選させる実績を有している。
(45)新聞記事は、この団体を「産婆役」として描いている。「市民運動の政治
勢力化の産婆役／正しい政治の国民運動の展望」「ハンギョレ」1995年８月２
日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(46)同上。それだけに政治色が強すぎるとして後日、団体名称が「正しい政治
立法請願運動本部」に変更されている。組織内部には異論や慎重論があるとい
うことであろう。「市民運動圏を揺るがす政治勢力化論争」「ハンギョレ」1995
年９月25日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(47)「民主・改革新党の統合宣言 党名の略称は民主党に」「東亜日報」1995年
12月５日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(48)1995年に政界復帰した金大中のもとに走らなかった民主党の、その中で
も新党を唱え、党の李基澤顧問を批判・牽制した改革派グループのメンバーは、
苦楽を共にし、いまの盧武 政権のもとでは権力の枢要な位置にある。「［政治
ズームイン］国民統合推進会議、盧政府『中枢』に」「東亜日報」2005年４月
25日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(49)2000年総選挙で盧武 が落薦した後に結成されたノサモ（盧武 を愛す
る人たちの会）は、その発足当初、規約に当たる「ノサモの約束」第１号で「私
は盧武 とともに我が国の歪曲した地域感情の克服にともに参加する」として
いるように、その結集の主たる動機は反地域主義ナショナリズムに基づく政治
改革への切望であった。2000年総選挙では盧武 は、金大中大統領の新党、新
千年民主党の候補者として金大中の地盤である全羅道と対立する慶尚道の釜
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山（彼の地元）で立候補して落選した。そのことが彼を、地域対立を克服でき
る指導者として注目させる大事なきっかけとなった。詳しくは、ノ・ヘギョン
他『愉快な政治反乱、ノサモ』ソウル、図書出版ケマコウォン、2002年。
(50)経実連の幹部出身は24名、さらに民主弁護士の会に属する者は洪性宇を
含め30数名に及ぶが、当選したのは金大中の新政治国民会議から立候補した
１名であったとする新聞記事もある。経実連出身の24名を含め経歴を網羅的
に確認する資料がなく、今後の資料収集の課題にしたい。「市民運動圏 総選
挙の傷」「ハンギョレ」1996年４月14日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(51)「徐京錫、再び運動家に」「ハンギョレ」1996年７月11日。http://www.
kinds.or.kr/より取得。
(52)「緊急特集 揺れる政治の場」『新東亜』2003年10月号。東亜日報のホー
ムページ、http://shindonga.donga.com/より取得。
(53)曺喜 、前掲「市民・社会運動と政治：韓国政治とNGOの政治改革運動」
282～283頁。
(54)「第２建国委４年６ヶ月目に解体」「朝鮮日報」2003年４月30日。http://
www.kinds.or.kr/より取得。
(55)「第２の建国に共に参加しましょう」（1998年８月15日）『金大中大統領演
説文集 第２巻』ソウル、大統領秘書室、1999年、427頁。本稿の資料11と
して全文翻訳して収録している。
(56)「新政府の改革理念『第二の建国』／金大統領８・15に発表」「ハンギョレ」
1998年７月18日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(57)「国難克服と再跳躍の時代を開きましょう」（1998年２月25日。第15代大
統領就任辞）『金大中大統領演説文集 第２巻』ソウル、大統領秘書室、1999
年、59～66頁。
(58)「細部の推進状況／引継委選定の次期政府100大国政課題」「東亜日報」
1998年２月13日。http://www.donga.com/より取得。
(59)ソン・ハンヨン『DJはなぜ地域葛藤解消に失敗したのか』ソウル、図書
出版チュウンシム、2001年、90頁。著者はハンギョレ新聞社の記者である。
(60)「民間－党－大統領直属三つの翼で／輪郭現れた‘第二建国’推進機構」「ハ
ンギョレ」1998年８月17日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(61)「第二建国推進委員会常任委員会・企画団が核心」「朝鮮日報」1998年12
月７日。http://www.kinds.or.kr/より取得。
(62)「民－官の合作 国民運動展開するよう」「朝鮮日報」1998年９月21日。
http://www.kinds.or.kr/より取得。
(63)「第二建国運動、明らかにされた誕生の秘密」『時事ジャーナル』ソウル、
477号、1998年12月17日、32～34頁。
(64)「生煮えの第二建国運動体／市民団体一緒にすることできしむ」「ハンギョ
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資料11 金大中大統領の1998年光復節慶祝辞
「第２の建国に共に参加しましょう」
親愛なる国民皆さん?
今日は、光復53周年の記念日であるとともに大韓民国政府樹立50周
年を迎える歴史的な日です。私はこの席をお借りして、国民の皆様に心
から尊敬と愛の挨拶を致します。あわせて北韓同胞と海外同胞にも暖か
く安否を気遣う言葉を差し上げようと思います。
この意義深い日を慶祝し、私は国民の皆様と共に新たな決意と覚悟を
固めようと思います。それは、国家の進む方向を新たに定立し、国の紀
綱を正しくし、民族の再跳躍を成し遂げるため、国民すべてが共に参加
する「第２の建国」を提唱することです。
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大韓民国建国の50年史は、私たちに栄光と汚辱がともにあった波乱の
時期でした。国土分断と同族の争い、そして数十年間の軍事独裁による
苦難と逆境も乗り越え、私たちは世界11位の経済大国を、この土地に建
設しました。それだけではなく私たちは50年目に成し遂げた与野党間の
平和的政権交代を通じて「国民の政府」を樹立しました。世界のすべて
の民主市民がこれを高く評価しました。
しかし国民の政府は、国民とともに政権交代の喜びを分かち合う暇が
ありませんでした。私は当選者になると直ちに、６・25［朝鮮戦争のこ
と。訳者注］以後、最大の国難を克服しなければならない重い責務を背
負わなければならなかったためです。これまでの６ヶ月は長きにわたり
累積した病弊を清算し、誤った慣行を変えるのには短い期間でした。本
格的な改革は、いま始まるのです。私たちが進む道は過酷であり苦難の
道ですが、勇気ある国民には機会と可能性をもたらしてくれるものと確
信しております。
私は今日、政府樹立50周年を迎え、国民の政府が「第２の建国」を通
じて追求する哲学と原理、そして総体的改革の未来像を、国民の皆さん
にお話しすることになりましたことを喜ばしく思います。
昨年12月大統領に当選して以来、私は少しも休む暇もなく国家危機の
克服のため渾身の努力を尽くしてきました。国民の皆様の声援と協力の
おかげで、通貨危機が一旦は収拾しました。相当に多くの外貨保有高と
ともに為替レートと金利も下向安定しています。物価もある程度、安定
した趨勢を維持しています。経常収支の黒字は大きく伸び、外国人の投
資環境も画期的に改善されています。
労使間の大妥協のために、労使政協議機構が創設され着実に運営され
ています。金融・企業・労働、そして公共部門の４大構造調整が強度を
もって進行中です。また対ASEM（アジア・ヨーロッパ頂上会議）外交
と対米外交でも期待以上の成果をあげていると思います。これらすべて
が国民の皆さんの声援のおかげです。深く感謝を申し上げます。
しかし国難を克服して民主主義と市場経済の完成に向け進む道は、い
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まだ遠く、また険難です。過去の遺産が継続的に私たちの足かせになっ
ています。それまで権力を握った人々は政経癒着と官治金融、そして不
正と腐敗をこととしてきました。その結果、経済を含めた私たちの社会
すべての部門は総体的に不実なものとなり、国際経済力は脆弱になりま
した。通貨危機は必然的な人災でした。この原因は必ず究明され、将来
の教訓にしなければならないです。
私たちは「第２の建国」を推進しなければならない様々な必要性を持っ
ています。私たちは政治・経済・社会すべての分野で放漫な体を引き締
め、バブルを取り除き、効率を高める構造調整の作業に拍車をかけなけ
ればならないのです。もちろんこれは高度経済成長に慣れてしまった私
たちには耐え難い試練であることには間違いありません。
残念なことではありますが、現在の苦痛を避ける道が別にあるわけで
はありません。ただ国民と政府が一つになって苦難の現実を直視し克服
することで、一日も早く、この試練のトンネルから抜け出る道しか残さ
れていません。もはや今日の低効率の体制では国際競争に生き残ること
はできません。国家の生産性と競争力を高めるための構造改革が不可避
です。長い間、官治経済に抑えられてきた未完の市場経済を「第２の建
国」を通じ、競争力ある体制へと完成させなければならないのです。
さて、私たちは知的に高級能力を持った人的資源を大規模に育成しな
ければならないです。私たちの未来は、国民個々人の創造的な実践能力
を培養することにかかっているからです。教育革命・情報革命・先端技
術革命・ベンチャー企業革命、そして文化産業を率いて行く人材養成が
私たちの国運を左右するでしょう。幸いにも国民皆が国難克服に共に参
加する態勢を備えています。果敢な改革と新たな出発を渇望しています。
大統領である私に強力なリーダーシップで改革を率いて行けと要求し
ています。国民の政府と与党に改革の先鋒となることを求めています。
野党に対しても、この苦難の期間だけも政争を中断して、政府の努力を
支援してくれることを要求しています。
親愛なる国民皆さん?
?
）
一
七
一
一
七
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
私は政府樹立50周年を迎えて漢江の奇跡を成し遂げた国民の底力を
再び集め、「第２の建国」を始めろという国民皆さんの声を聞いています。
私は喜んで私の身命をすべて捧げ、皆さんが命令したことを成就しよう
と思います。
「第２の建国」は、私たちが歴史の主人として国難に処した国を救い、
その運命を新たに開拓しようとする時代的決断であるとともに選択でも
あります。また「第２の建国」は、産業化と民主化の底力を基に民主主
義と市場経済を完成するための国政の総体的な改革とともに国民的運動
を指し示しています。
「第２の建国」に進む道は、大韓民国の法統を忠実に継承しながらも、
歴代の権威主義的な統治方式とは明らかに異ならなければなりません。
国民の政府がずっと標榜してきた新たな国政哲学である民主主義と市場
経済の併行発展に進むことだけが、私たちが今から追求しなければなら
ない国政の方向なのです。国民の政府はこのような国政哲学を基礎にし
て、その実践原理として自由と正義、そして効率を重視します。
私たちは今日、意義深い大韓民国政府樹立50周年を迎え、「第２の建
国」に向けた壮途の第一歩を始めます。「第２の建国運動」は、政府が上
から一方的に率いて行くものではなく、国民が生活の現場で知恵を集め
て、進めることができなければならないです。それでこそ成功すること
もできます。国民の皆さんが生活の中で主人として競争力を世界最高の
水準に高めることが「第２の建国」でなくて何でしょうか。私たちが皆
一緒に明日の勝利を期する「第２の建国運動」の隊列に共に参加しましょ
う。
尊敬し愛する国民皆さん?
国民の政府は「第２の建国」を計画して推進しようと、次のような国
政運営の６大課題を提示します。
一番目は、権威主義から参与民主主義への大転換を成し遂げ、国民と
政府の間に双方向の政治を作ります。過度な中央集中の弊害を抉り出し、
行政・財政・教育・治安などすべての分野で地方政府の権限と責任を果
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敢に拡大するでしょう。地方警察制度も実現します。何よりも国民の政
府は、国民の国政に対する参与意識を消沈させる不正腐敗を徹底して剔
抉するという、固い意志を 明します。特に、すべての国民が喜ばしい
気持ちで国政に参与することができるよう、亡国的な地域対立を必ず清
算するでしょう。このために人事と地域発展の公正な処理が徹底して履
行されるでしょう。
私は大統領としてすべての地域の、すべての国民を尊敬し愛します。
私は4500万国民の大統領であるとともに7000万民族のための大統領に
なるでしょう。私に地域の差別は決してありえないことを、国民の皆さ
んに固く誓うところです。
さらにすべての政党が全国的に等しく国政に参与することができるよ
うにするため、政党名簿式比例代表制を導入します。低効率・高費用の
国会制度も大きく改革しなければなりません。人事聴聞会制度も公約し
た通り実施します。各自治団体別に重要な問題に対する住民投票制の導
入も推進します。言論もみずからの努力と国民の世論に従って、改革を
断行しなければならないであろうと信じます。
21世紀は参与政治の時代です。国民がすべての国政分野に参与するこ
とができる機会が最大限保障されなければならないです。これが「第２
の建国」の政治的基本目標です。
二番目は、官治から経済を解放させ市場経済の自律性を高める構造改
革に全力を尽くします。不必要な政府規制を果敢に減らし、企業・金融・
労働・公共分野の４大分野の構造調整を迅速に効率的にやり抜くことで
す。今後は企業を成功的に運営し黒字を出して、世界との競争で勝利し、
外貨を多く稼ぐ企業だけが愛国的企業人として尊敬を受け発展できるよ
うにするでしょう。
もう一方では、輸出を伸ばし外国人の投資を積極的に誘致しようと思
います。そのために輸出金融を果敢に支援し、外国人の投資促進法を年
内に立法します。「第２の建国」のもとでは何よりも情報と先端技術中心
の知識基盤産業国家を建設することに心血を注ぐでしょう。有名な中小
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企業とベンチャー企業を戦略産業として育成します。また農漁民の生産
物がそれ相応の価格で売れるように物流体制を変えるため、農業政策を
画期的に転換します。
このように官治経済の弊習を一掃し、すべての経済活動が市場経済の
原理に従ってなされるよう与件を整えることが、「第２の建国」が指向す
る経済的目標であることを改めてもう一度強調しようと思います。
三番目は、独善的な民族主義のような閉鎖的な思考から抜け出て、普
遍的な世界主義に進む新たな価値観を持たなければならないです。すで
にWTO体制は、今後数年内に経済的国境をなくすでしょう。今は世界
と共に競争し協力する中で共に生存し、一緒に反映して行かなければな
らないです。ところで世界にはいまだに、わが韓国を「接近し難い国」
であると考える人たちが多いのです。これではだめです。世界を友達と
見て、わが国のイメージを積極的に改善することに力を注がなければな
りません。素晴らしいイメージこそ輸出と観光、そして投資誘致のため
の必須条件です。私は世界主義時代に適用することができるよう国際交
流を促進し、人材の養成にも積極的に力を注ぐでしょう。開かれた心で
世界を受け入れ、世界に進んで行く世界主義こそ、「第２の建国」のもと
で、わが民族が進んで行く道であります。
四番目に、物質主義の工業国家を、創造的知識と情報中心の知識基盤
国家に変えなければなりません。民族の運命を左右する情報と科学技術
の水準を画期的に向上させなければなりません。そのために国民の政府
は、教育立国の理想のもと今日の消耗的な教育を創意的な教育に変える
ことでは先頭に立つでしょう。
何よりも知・徳・体の三位一体の全人教育を実施しなければなりませ
ん。入試地獄がない大学入試制度を実現し、学父母の課外負担を大幅に
減らします。実力ある学生だけを卒業させ、学閥主義も打破するでしょ
う。そして教職者の水準を画期的に向上させる措置を推進します。学校
に行くことが楽しくなる教育を実現することで、子供と青少年が未来に
対する夢と希望を思う存分に膨らますことができるようにするでしょ
?
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う。このような教育改革のための総合的な実践方案を、いま活動を始め
たところの新教育共同体委員会が作成し推進するでしょう。
五番目に、労使間の対立と葛藤の時代に終止符を打ち、和合と協力の
時代に向けた新労使文化を創出する歴史的大転換を成し遂げなければな
りません。苦痛と成果の公正な分担に基づいた信頼は「第２の建国」の
基礎です。特に私は従業員持株制と社会保障制度の強化などで経済成長
の成果を公平に分け合います。
世界の趨勢に従い私たちも労使双方に和解と協力の関係を成し遂げる
ことこそ、国際的無限競争の中で一緒に生きて行く道であるということ
を肝に銘じなければなりません。このような新労使文化創出の使命を
もって、労使政委員会が誕生しました。公正な与件の中で互いに信頼と
譲歩をもって、労使間に大妥協を成し遂げなければなりません。少なく
とも1999年末までには、争議のない労使協力体制を成就させることがで
きるようになることを期待してやまないです。
これとともに政府は今、10兆ウォンに達する巨額を投入し失業対策に
全力を傾けています。来年も、さらに強化して行きます。今後はすべて
の勤労者は、例外なく雇用保険の恵沢を受けるようになります。日雇い
勤労者にも公共就労事業、又は生計費補助金を支給します。
私はこの席を借りて、国民の皆さんに確実に約束します。今後は、す
べての失業者に対して食べるものと着るもの、そして医療恵沢と初等・
中等学校教育費に対する最小限の補償を必ず実現し、職業を持つことの
できない国民の暮らしを守ることに全力を尽くします。このような努力
こそが「第２の建国」が追求する新労使文化創造のための支えとなるで
しょう。
六番目に、過去50年間の韓半島を支配してきた南北対決主義を乗り越
え、確固とした安保基盤の上に南北間の交流・協力の時代を開いてゆこ
うと思います。「第２の建国」の旗幟のもと国民の政府は南北間の長きに
わたる不信を解消し、政経分離の原則に従って南北間の経済的交流と協
力を増進しようと思います。あわせて南北間に文化・宗教など様々な分
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野の交流も促進するでしょう。
もう一方では、すでに明らかにした対北政策の３大原則、すなわち「北
のいかなる武力挑発も許さない。北韓に対する吸収統一を願わない。南
北は相互交流・協力を実現する」という立場を一貫して堅持するでしょ
う。これを通じて私たちは韓半島から戦争の脅威をなくして、平和統一
の基盤を積み重ねてゆくでしょう。
私は今日の８・15光復節を迎え、北韓の当局に話すことがあります。
現在の冷厳な国際現実の中で、わが民族が生き残ろうとするならば、何
よりも韓半島に和解と交流・協力の新たな章を開かなければなりません。
私たちはすでに締結された南北基本合意書の枠の中で互いに利益となる
共存共栄の関係を、何ほどかでも実現することができる。
国民の政府は南北基本合意書の精神に立脚し、北韓の安定と発展を支
援する用意があります。私たちは金剛山開発と農業開発を含むすべての
経済協力を支援し勧奨します。特別に強調しておくことは、すべての人
道的精神と同胞愛をもって離散家族の再会のための措置とらなければな
らないことです。そのようにして、血肉に対する懐かしさの中で苦しん
でいる彼らの苦痛を和らげて差しあげます。
このように南北間には互いに協議して論議することがあまりにも多い
のです。すでに南北間の合意で構成されている分野別共同委員会を一日
も早く稼動させなければなりません。共同委員会の正常運営に先立ち私
たちは長官・次官級を代表とする南北常設対話機構を創設して、誠実な
対話の場をもつことを提案します。私は北韓が願うのであれば、このす
べての問題を協議するために大統領特使を平壌に送る用意があります。
親愛なる国民皆さん?
国民の政府は、民主主義と市場経済という自由・正義・効率の３大原
理のもと参与民主主義と市場経済の完成、世界主義と知識基盤国家の実
現、新労使文化の創造と南北間の交流・協力促進など、先ほど申し上げ
た６大国政課題の実践を「第２の建国」の進む道として見なそうと思い
ます。このための総合的な政策とプログラムの開発、そしてその実践の
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ため、「第２の建国」の国民運動が国民的参与の中で成し遂げられること
を望んでやみません。
「第２の建国」の旗幟のもと、世界の中の先進韓国を建設する過程には
多くの知識人と専門家、そして目覚めた国民の参与が望まれます。国民
の皆さん、これに積極的に共に参加して国難を打開して、再び立ち上が
る民族の明日を力強く開いて行きましょう。
尊敬し愛する国民皆さん?
いま私たちは「第２の建国」のための力強い出発を始めましょう。苦
労も共にし、喜びも共にする「第２の建国」を成し遂げましょう。私は
国民の皆さんのそばで、自由と正義のために生きてまいりました。その
ために何もかも言い尽くせない苦難の歳月を40年越えて耐えてきまし
た。私は必ず国民の皆さんの期待にこたえることを固く誓います。
数多くの試練と苦痛の中でも、産業化と民主化の偉業を成し遂げた私
たち国民の底力を私は固く信じています。21世紀が知識と文化の時代と
言うのであれば、祖先から並外れた教育熱と悠久の文化遺産を受け継い
だわが民族こそが、21世紀のために準備された民族であると私は信じて
います。
私は一時の人気よりも後世の評価をさらに大切なものだと考え、21世
紀に向けた「第２の建国」に渾身の努力を傾注するでしょう。そうして
国民の皆さんと共に1998年は全面的な改革に総力を尽くし、1999年末
までには IMF管理体制を終結することができるようにします。そして
2000年からはわが韓国が世界の一流国家の隊列に参与する、民族の再跳
躍を必ず実現します。
国民の皆さん、希望と勇気を持ちましょう。私たちはやり抜くことが
できます。祖国の光復と民主大韓の守護のため、そしてこの地に民主主
義を実現するために身体を捧げ戦い、先に亡くなられた愛国英霊が私た
ちを守ってくれるでしょう。
私たちすべての手を取り合い一つになり「第２の建国」に向けて力強
く進んで行きましょう。この時代の栄光ある主人となりましょう。子孫
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たちに誇りある未来を譲り渡しましょう。
（出典)原文は、『金大中大統領演説文集 第１巻』ソウル、大統領秘書
室、1999年、425～433頁。
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